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来
年
度
、
村
内
で
再
開
す
る
認
定

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

村
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
就
学
意

向
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
、
来
年

度
村
内
学
校
に
90
人
の
就
学
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
来
年
度
就
学
対
象

と
な
る
全
児
童
・
生
徒
４
２
０
世
帯

７
４
２
人
に
配
布
し
、
４
３
２
人
か

ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

調
査
期
間
中
に
は
、
教
育
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、
保
護
者
説
明
会
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
な
ど
で
村
外
か
ら
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
や
村
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ

シ
ノ
ヒ
ロ
コ
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
認
定

こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
の
新
制
服
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

コ
シ
ノ
さ
ん
は
、
震
災
後
に
部
活

動
で
使
用
す
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
中

学
校
に
寄
贈
し
た
り
、
小
学
校
で
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
り
す
る
な

ど
多
く
の
支
援
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
制
服
も
そ
の
支

援
の
一
環
と
し
て
村
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
と
新
し
く
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

10
月
22
日
、
県
教
育
委
員
会
は
来

年
度
の
相
馬
農
業
高
校
飯
舘
校
の
生

徒
募
集
停
止
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

相
農
飯
舘
校
は
、
現
在
福
島
市
の

仮
設
校
舎
で
県
内
唯
一
の
サ
テ
ラ
イ

ト
校
と
し
て
授
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
県
教
委
が
高
校
の
在
り

方
を
検
討
す
る
た
め
に
国
・
県
・
村

に
よ
る
協
議
会
を
設
置
す
る
ほ
か
、

村
が
「
相
農
飯
舘
校
の
再
生
を
考
え

る
会
」
を
設
置
し
、
新
た
な
学
校
の

形
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

会
で
は
、
新
た
な
学
校
の
形
に
つ

い
て
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

▲�来年４月からの学校再開に向け、学校施設の改修工事が進んでいます

▲�（手前）認定こども園、（後左から右）小、中学生用

▲�検討がはじまった相農飯舘校

村
内
学
校
に
90
人
が
就
学
意
向

コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
ブ
ラ
ン
ド

制
服
デ
ザ
イ
ン

相
農
飯
舘
校　
再
生
協
議

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
教
育
を

村
内
学
校
再
開
に
向
け
て

飯舘村教育委員会調べ 10月27日公表

認定こども園（０～５歳）……… １８人
小 学 校　……………………… ２８人
中 学 校　……………………… ４４人

 合　計　 ……………………… ９０人

飯舘村 最終就学意向調査結果

平成29年度 全国学力・学習状況調査の結果について
今年４月に行われた全国学力・学習状況調査（小学６年生、中学３年生対象）
の結果をお知らせします。

 小学校の学力結果について 
【国語】
●成果は「話す・聞く能力」「書く能力」「関心・意欲・態度」：少人数教育のよさを生かして、一人ひ

とりの発言や発表の機会を増やしたり、きめ細かな指導を行ったりした結果だと考えられます。
●課題は「読む能力」：「内容を正しく理解する力」「内容を整理したり要約したりする力」「読み取った

ことをもとに、自分の考えを述べる力」などを高めるよう、指導の改善を図る必要があります。
【算数】
●成果は「知識・理解」「技能」：少人数教育のよさを生かし、一人ひとりの習熟度等に合わせてき

め細かな指導を行ってきた成果と考えられます。
●課題は「数学的な考え方」：「文章題の題意を読み取る力」「多くの情報の中から必要な情報を選び、

立式したり、表に整理したりする力」などを高めるよう、指導の改善を図る必要があります。

中学校の学力結果について
【国語】
●成果は「話す・聞く能力」「書く能力」「言語についての知識・理解」：国語で育んだ力を、ふるさと

学習のプレゼンテーションやディベート学習などで活用を図っていることが理由として挙
げられます。

●課題は「読む能力」：「内容を正確に理解した上で、自分の考えを述べる力」などを高めるよう、
指導の改善を図る必要があります。

【算数】
●成果は「知識・理解」：習熟度別学習を積極的に取り入れるなど、一人ひとりに寄り添ったきめ細

かな指導の成果であると考えられます。
●課題は「数学的な考え方」「数学的な技能」：「与えられた条件を理解し立式する力」「なぜ、その様な

答えや式になるのかを簡潔に説明する力」などを高めるよう、指導方法を改善する必要があります。

学習状況調査について
●成果は「学習習慣」：幼・小・中で家庭の協力の下、メディアコントロールに取り組んでいること

とも関係があると思われます。
●課題は「規則正しい生活習慣が身に付いていない」「失敗を恐れる」「家庭で親と話す時間が短い」など

今後の改善策について
  ① 小中学校を通して、飯舘型授業スタイルの徹底を図り、思考力・表現力・活用力などの向上を図る。
  ② 家庭学習に意欲的に取り組むことができるよう、方法や内容を工夫する。
  ③ 基本的生活習慣を身に付けられるよう、大人が身をもって手本を示し、一緒に取り組む。
  ④  家庭での子どもとの会話の時間を増やすと共に、子どもが前向きな気持ちになるような言葉掛

けをより積極的に行う。

 　　 　教育課学校教育係 （本庁 ☎０２４４－４２－１６３１）問


